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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・深夜チーフ変更について

5/11（金）深夜チーフ：橘JGM→久保奈々美Nsへ変更となりますので、周知お願いします。

当番表は変更入力済みです。

・お花見行事について

　雨天の為、5/10（木）・5/11（金）のお花見は延期となります。5/16（火）・5/17（水）に実施予定としています。診察との兼合いがある為、メンバー構成をしますので決まり次第報告します。

・患者様の退院時等の報告について

夜間（深夜・準夜）に急遽、退院・転院となった場合は、経過報告は後になっても、退院（死亡退院）、転院について即時に報告して下さい。
・青風荘、青山荘入所について

【青山荘入所申請者】

・五日市　規様

→申請書類等は既に青山荘管理者に提出済みで、検討を依頼。

・菊地　明子様

→自立支援サービス申請中で、こちらが届き次第、青山荘管理者に申請書等を提出。自立支援サービスについては、4月中旬頃に役場に申請済。
【青風荘入所検討者】

・木村義重様、津嶋イチ子様、大上なみ様、布施邦雄様、金澤洋子様

→現在、PSWが情報提供書を作成中。情報提供書の作成が完了次第、青風荘に提出し、各患者様の病棟内でのケア会議を開催していく予定で検討中。

※ケア会議の段階になり次第、報告していきます。
＜注目患者様NCP評価・検討＞

・岡田　石子様～PSWより連絡あり、11時45分頃、入院費支払いに医事へ下りる事あり。無断で病棟を離れられています。入院費支払いに関して、きちんと支払われているか不安があったとの事。今後の支払い方法として、窓口支払いと現金書留の二方法あるとの事です。御家族様へ情報提供を行い、支払方法に関して検討していきましょう。領収書に関しては現在、領収書のコピーを本人へ渡す事により、支払いされている事を認識して頂いている為、引き続き継続していきましょう。又、郵便局の通帳を持参していた為、保管方法について主治医へ確認していきましょう。釣様が入院費の支払いをしている事や無断で病棟を離れない事を再度指導していき、所在確認を徹底していきましょう。
・上村　みわ様～昨日昼頃より悪寒・発熱みられています。インフルエンザ検査施行し、陰性反応。本日の様子として、朝食：主食1/2、副食1/4摂取。昼食：主食不食、副食1/3、水分250ml摂取。引き続き、摂取状況の観察をしていき、水分摂取の促しをしていきましょう。15時、インフルエンザ検査施行し、陰性反応。39.1度の発熱みられる為、アンヒバ坐薬施行しています。

・菊地　明子様～各プログラム参加する事出来ています。前回臥床傾向となった際に、「洗濯やウォーキングを張り切り過ぎて疲れた」と話されていた為、疲労感を軽減出来るように、具体的に洗濯等の週間予定を作成していく予定です。又、歩行チェック表を活用する事により、朝・昼・夕と全て行わなければならないと感じてしまい、負担になる可能性が考えられる為、歩行方法について検討していきましょう。

・倉橋　生子様～サーカネッテン（止血剤）処方されてから、出血なく経過されています。出血の有無の確認をしていき、出血がみられる際は、出血量等の確認・観察をしていきましょう。他者の行動を気にする様子は見られているも、トラブルなく経過しています。妹様の面会が半年来ていない事に対して不満の訴え聞かれています。不満や不安の感情表現の仕方について、その都度振り返りをしていきましょう。

＜呂Dr診察＞

滝澤　久江様・津嶋　イチ子様・金沢　洋子様・中野渡　鉄男様　実施しています。

・津嶋　イチ子様～Nａ　133meq/ℓ、Ｃｌ　96 meq/ℓと数値が高めの為、塩分摂取量を控えるよう説明受けています。食事の際にみそ汁を半量で様子を見ていくとの事です。レストラン誘導に付いたスタッフは、確認をしていきましょう。又、水分を多く取らないように説明受けています。水分摂取量に注意して観察していきましょう。

＜皮膚科診察＞

・五日市　規様～　1）両足の踵が硬くなっている為、ケルガー軟膏塗布後にラップ保護の指示受けています。

3）両耳裏　デルモゾールG軟膏1回／日　追加となっています。

・伊藤　雄一様～　1）右手背　急性湿疹完治の為、デルモゾールG軟膏止め。

3）後頸部　デルトピカ軟膏1回／日　追加となっています。

・古川　富蔵様～左足の鶏目を削る必要がある際は、2日前にスピール膏を広めに張るようにして下さい。

＜安ヶ平Dr.ケースカンファレンス＞

・上村　みわ様～解熱するまで、各プログラム長期欠席の指示受けています。
・十日市　利喜様～排便コントロールの為、シンラック液2本処方となっています。引き続き、排便状況の観察をしていきましょう。

